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おそらく移住の話です。この事は後々のページでたくさん触れられます。

qbadasb gaadab aaqdab daand daardaumkb aadasb sqbab sb
クバダ国は浜辺の人や活発な人には小さいが、小さな土地や家を守った。
成長し小さな集めた小さな領土が国になった。

daaatb daqtb nadaqand ba daqadab fatb aatb daqbdak dafdaum
支配国は自立国だが未成立で費用を払う人に従った。
遠い国は人を増やし、支配は強く豊かな家になった。

nadaand dafad aab sand dafaatd aadafab dafaab nadafaadasb
小さく無いが豊かな助言だけで、国土は長期の方向になった。
出発し長期のナダフアアダ国を作った。

dafaid batdasb aaad k aatdar aadafab
豊かな支援でバツトダ国は納まり、後に農地を加えて出発した。

fbab badasb nadaand aadaumdaumk bada nadafaatda sand badasand
豊かな領土は約束国で小さくない所有家だったが、家は後に悪く
長期間ではないが争った。傍の争いだった。

bada aatdar aatb nadatttb nadabqaatb nadatdar fab badafbab sb
約束で農地を増やし人を増やし、小さく無い集まりの国となった。
小さく無く古い集まりの国は、表向きの土地ではなく、遠くの人は
豊かな領土の傍に国を作った。

nadafdattb qttb aatdaqaab badasb
豊かでない定住民は小さい国で自立心を加えてバツダ国となった。


